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スマホを輸入してみよう！！海外スマホ入門 

にふ 

はじめに 

 こんにちは、夏をノベルゲープレイに全て溶かしたにふです。もう少しマシな過ごし方が

あったような気がしないでもありませんが仕方がない。過ぎたことには目を向けず、これか

らもノベルゲーのプレイに大学生活を捧げる所存です。 

 ということで、今回は海外からのスマホ輸入についてお話していこうかなと思います。何

が「ということで」なのかは分かりませんがまあいいでしょう。 

 

注意 

・ 海外からのスマホ輸入にはリスクがあることを理解してください。保証なんてあってな

いようなものです。ソフトウェア/ハードウェア双方に関して不具合や故障が発生した

際、基本的には自分で対応する必要があります。 

・ 海外通販では日本国内の通販サイト利用時には考えもしなかったような不具合が発生

する可能性があります。そういった場合も自分で対処しなければなりません。 

何が言いたいのかといえば結局のところ「どんなトラブルが発生しても自分でどうにか

しろ」ということです。カスタマーサービスなんかは全くあてになりません。それに留意し

て行動しましょう。 

 

1. スマホを選ぼう ~海外スマホの魅力とは？~ 

ここからは実際に国内では手に入らないスマホの魅力について語っていきます。 

・ 安い！ 

まずは経済的な面から。私が実際に購入した poco x4 gt(容量 256GB)と、国内販

売中で同程度のベンチマークスコアを持つスマホを比較してみます。スマホの性能

を数値化する「Antutu」というアプリでの計測によれば poco x4 gt と同程度のスコ

アを持つスマホには AQUOS R6 や Xperia 5 Ⅲ(どちらも容量 128GB)等がありま

す。そして 2022 年 10 月現在のこれらのスマホの価格は 12 万円程度。それに対し

て poco x4 gt の私の購入時価格は 48,160 円。同じくらいのベンチマークスコアの

スマホが半額以下で購入できる訳です。この価格で原神も平均 55fps(最高画質)で動

いてしまいます。これだけでも大きなメリットといえるでしょう。 

 但し読者の皆様に留意していただきたいのは「価格だけが全てではない」「ベンチ



マークスコアだけが全てではない」「安さには理由がある」ということです。そう、

これだけ安くスマホを売り出せるのには訳があるのです。poco x4 gt ではカメラに

関しては先ほど挙げた 2 機種に遅れを取っています。おサイフケータイにも非対応

です。外装もプラスティックが多く使われコストカットが図られています。これら

と安さはトレードオフということですね。また「ベンチマークスコアが同じくらい」

とは言っても使われている CPU が異なるため一概には言えません。こういった事

項にも留意していただきたいと思います。 

・ 所有欲が満たせる！優越感を得られる！ 

 読んで字の如くですね。普通は海外からスマホ輸入なんて奇特なことはしないの

で所有欲を満たし優越感を得ることが出来ます。 

 

ということでここからは実際にスマホを選んでみましょう。予算やスペックなど自分が

欲しているものを充たすスマホを選んでいるときが一番楽しいかもしれません。但し、2 点

だけ絶対に注意しなければならない事項があります。これらを守らなければ日本の法律に

違反することになったりせっかく買ったスマホが国内で使えなかったりする可能性がある

ので……。 

・ 技適マークがあるスマホを選ぼう 

このマークのあるスマホを選ばなければ電波法に違反する可能性があります。ど

うしてもマークのないスマホを使いたければ「技適未取得機器を用いた実験等の特

例制度」の申請を行いましょう(Web上での申請が可能です)。 

 

・ 周波数帯(band)をしっかりと確認しよう 

 スマホは電波を送受信してデータを取り扱いますが、その際に重要になってくる

のがこの周波数。各キャリアで利用されている周波数が異なっているため、よく確

かめてから買わないと「買ったスマホがソフトバンク系回線でしか使えなかった…

…」なんてことになりかねません。 

 例えば poco x4 gt というスマホの対応周波数帯は、4G 回線においては

1,2,3,4,5,7,8,20,28,38,40,41 となっています。この場合ソフトバンク系の回線との相

性は良いもののドコモや au 系回線との相性はあまり良くない……具体的に言えば

「電波を拾うことはできるが郊外や地下で電波がかなり悪くなる」というわけです。

自分が買いたいスマホがキャリアの周波数帯と合致しているかは必ず確認しましょ



う(各キャリアが採用する周波数帯に関しては検索すれば出て来ます)。 

2. 実際にスマホを輸入するには？ 

 ここからは実際にスマホを輸入する際の手順を紹介します。まずはどこで購入するか

を決めましょう。選択肢としては Aliexpress,京東(ジンドン),Banggood,海外 Amazon 等

でしょうか。それぞれ特徴があるので軽く解説します。 

・ Aliexpress:日本でいう楽天に近い存在。海外から何かを個人輸入する際一番よく使

われるサイト。悪徳出品者による出品もあり、稀に出品者とトラブルが起こること

も。 

・ 京東:Amazon 中国版。インターフェースが中国語なので少し取っつきにくい。基本

的にトラブルはほぼない。問い合わせの際は英語でも OK。 

・ Banggood:基本的に商品はちゃんと届く。クーポンがよく発行されているので時期

によってはお得に買えるが、他のサイトと比べて割高なことが多い。日本への到着

はかなり早い。 

・ 海外 Amazon:日本の Amazon とほぼ同じように買い物ができる。価格は割高なこと

が多い。 

他にも選択肢はありますが、挙げていくとキリがないため割愛。個人的なおすすめは

Aliexpress と京東です。利便性を求めるなら前者、とにかく安さを追い求めるなら後者

といったところでしょうか。今回は Aliexpress でのスマホ輸入を解説していきます。 

 

① まずは買いたいスマホを探す 

 

Aliexpress にアクセスし、購入するスマホの名前で検索しましょう。いろいろと出



て来ますが、販売個数が多いものを買えば基本的には OK です。

各ショップのフィードバックも参考にしましょう。極端に低いところは避けるのが

無難です。 

② アカウントを作成し、購入する 

アカウントを作成しなければ購入はもちろんできません。アカウント作成の手順に

関しては基本的に画面の通りにするだけなので割愛します。 

アカウントを作ったら商品ページからお目当ての商品を購入しましょう。

 

購入時、必ず支払方法を「PayPal」で設定しましょう。売り手とのトラブルが発生

した際に PayPal が仲介してくれます。話は少し逸れますが、海外通販を使う際は

「PayPal が使えるか」を安全かどうかの一つの指標とするのがお勧めです。ある程

度の信頼性を持つ通販サイトでなければ PayPal は利用できません。またクレジッ



トカード情報を直接通販サイトに渡すことがないため、カードの不正使用を防ぐこ

とにもなります。……話を戻します。支払方法を PayPal で設定し購入すれば、あ

とは届くのを待つだけです。買ったものや時期、配送方法によっても異なりますが、

１カ月くらいで商品が届きます。 

参考までに私のスマホ購入時の荷物追跡結果を貼っておきます。

 

7 月 10 日に購入した私のスマホは 2 日後に発送され、中国国内の仕分け場からシ

ンガポールに一度送られています。その後シンガポールから日本に送られてきたと

いうわけです。スマホの場合中国から直接送られてくることはほぼありません。基

本的にシンガポール経由となります。このシンガポール経由というのがまた厄介で、



飛行機輸送なら良いものの船便なんかになってしまうと到着まで 1 カ月以上かか

ることに……この話はまた今度。 

③ 届いたスマホを開封する 

あとは届いたスマホを開封するだけ……なのですが、ここが一番注意が必要なとこ

ろです。配送途中に商品が壊れていたり不良品が送られてきたりしている可能性が

あるからです。海外通販はアフターサービスが充実している日本の通販とは違いま

す。国内通販が「お客様第一」なのに対して海外通販は「売り手第一」。実際に不良

品等が届いたとしても、それを証明できなければ泣き寝入りする羽目にもなりかね

ません。開封時は必ず動画で記録するようにしましょう。 

 

 

3. 終わりに 

いかがでしたか？今回は簡単な説明のために割愛した説明も多々ありますが、なんとな

く輸入の流れを把握できたのではないかと思います。これを機に海外スマホライフを始め

てみてはいかがでしょうか。 


